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リサーチ・アクティブ・オープン 

運用報告書(全体版) 
 

第49期（決算日2020年４月30日） 
 

作成対象期間（2019年10月31日～2020年４月30日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
新型コロナウイルス感染症対策の渦中ではございますが、今後ともお客様本位の業務運営を 
継続的に行ってまいりますので、一層のお引き立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 1992年10月30日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 

わが国の株式およびリサーチ・アクティブ・オープンと実質的に同一の運用の基本方針を有する親投資信託であるリサーチ・アクティ
ブ・オープン マザーファンド受益証券を主要投資対象とし、信託財産の中・長期的な成長を目標に積極的な運用を行うことを基本と
します。 
株式への投資にあたっては、厳選した業績成長企業群に中・長期的な視野から投資します。 

主な投資対象 

リサーチ・アクティブ・ 
オープン 

わが国の株式およびリサーチ・アクティブ・オープン マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。 

リサーチ・アクティブ・ 
オープン  

マザーファンド 
わが国の株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

リサーチ・アクティブ・ 
オープン 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 

リサーチ・アクティブ・ 
オープン  

マザーファンド 
株式への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
年２回の毎決算時に、利子・配当収入等のほか、売買益等は基準価額水準等を勘案して分配します。 
留保益の運用については、特に制限を設けず元本部分と同一の運用を行います。 
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リサーチ・アクティブ・オープン

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

T O P I X 
(東証株価指数) 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

45期(2018年５月１日) 13,189 100 2.7 1,774.18 0.2 97.3 － 4,124 

46期(2018年10月30日) 11,758 100 △10.1 1,611.46 △ 9.2 96.8 － 3,509 

47期(2019年５月７日) 11,679 100 0.2 1,599.84 △ 0.7 97.8 － 3,413 

48期(2019年10月30日) 12,546 100 8.3 1,665.90 4.1 97.4 － 3,584 

49期(2020年４月30日) 11,303 40 △ 9.6 1,464.03 △12.1 97.1 － 3,123 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

T O P I X 
(東証株価指数) 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2019年10月30日 12,546 － 1,665.90 － 97.4 － 

10月末 12,596 0.4 1,667.01 0.1 97.5 － 

11月末 12,712 1.3 1,699.36 2.0 97.6 － 

12月末 12,951 3.2 1,721.36 3.3 97.9 － 

2020年１月末 12,741 1.6 1,684.44 1.1 98.3 － 

２月末 11,468 △ 8.6 1,510.87 △ 9.3 98.0 － 

３月末 10,651 △15.1 1,403.04 △15.8 97.0 － 

(期  末)       

2020年４月30日 11,343 △ 9.6 1,464.03 △12.1 97.1 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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リサーチ・アクティブ・オープン

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2019年10月30日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）ベンチマークは、TOPIX（東証株価指数）です。ベンチマークは、作成期首（2019年10月30日）の値が基準価額と同一となるように計

算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は9.6％の下落 

基準価額は、期首12,546円から期末11,343円（分配金込み）に1,203円の値下がりとなりました。 

 

（上昇） 中国による米国農産品の購入拡大などで部分合意がなされるなど米中通商協議に進展

が見られ、政治情勢を巡る不確実性がやや後退したこと 

（上昇） 世界各国の製造業PMI（購買担当者景気指数）に改善の動きが見られ、製造業の回復期

待が広がったこと 

（上昇） 国内において12月に閣議決定された自然災害からの復旧などを含めた事業規模26兆円

の経済対策が好感されたこと 

  



品 名：90001_140106_049_02_リサーチ・アクティブ・オープン_817883.docx 

日 時：2020/5/29 14:02:00 

ページ：3 

 

－ 3 － 

リサーチ・アクティブ・オープン

（下落） 中国で発生した新型肺炎の感染拡大により、インバウンド消費（訪日外国人観光客の国

内消費）の落ち込みや生産活動の停滞などによる国内景気への影響が懸念されたこと 

（下落） 2019年10-12月期の実質GDP（国内総生産）成長率が消費増税の反動減などから大きく

落ち込んだことや、新型肺炎の世界的な感染拡大を受けて世界経済の先行き懸念が広

がり、金融市場においてリスク回避の動きが強まったこと 

（下落） 新型肺炎感染者数の急拡大を受け、WHO（世界保健機関）がパンデミック（感染症の

世界的な大流行）を表明したことで、世界的な経済活動の停滞による景気後退への懸

念が高まったこと 

（下落） OPEC（石油輸出国機構）とロシアとの間で原油の減産交渉が決裂し、原油価格が急落

したことで、投資家心理が悪化したこと 

（上昇） 日本政府が緊急事態宣言を発表したことで、今後の国内感染者数増加に歯止めがかか

るとの期待感が高まったこと 

 

○投資環境 

2019年の年末に米中閣僚級貿易協議において中国による米国農産品の購入拡大などで部分

合意がなされたことや、世界各国の製造業PMIに改善の兆しが見え始めたことなどをきっかけ

に日本の株式市場は上昇しました。さらに国内で閣議決定された自然災害からの復旧などを含

めた事業規模26兆円の経済対策が好感されたことも株価を押し上げる要因となりました。 

しかし、2020年に入ってからは、中国で発生した新型肺炎の感染拡大により、インバウンド

消費の落ち込みや生産活動の停滞などによる国内景気への影響が懸念されたことや、2019年

10-12月期の実質GDP成長率が消費増税の反動減などから落ち込んだことが株価の重石となり

ました。その後は新型肺炎の感染者数が世界各国で急拡大したことを受けて３月に入りWHO

がパンデミックを表明したことや、OPECとロシアとの間で原油の減産交渉が決裂し原油価格

が急落したことなどで、日本株式市場をはじめ世界中の株式市場は大きく下落しました。４月

に入ると、日本政府が緊急事態宣言を発表したことで今後の国内感染者数の増加に歯止めがか

かるとの期待感が高まり、株式市場は反発しました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

［リサーチ・アクティブ・オープン］ 

主要投資対象である［リサーチ・アクティブ・オープン マザーファンド］を、期を通じて

高位に組み入れ、実質的な株式組入比率は期末に97.1％としました。 

 

［リサーチ・アクティブ・オープン マザーファンド］ 

・株式組入比率 

現物株式につきましては期首97.6％で始まり、期を通じて高位に組入比率を維持し、期末は

97.2％としました。 
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リサーチ・アクティブ・オープン

・期中の主な動き 

（１） 大・中型株を中心に、企業の成長力や競争力評価を重視し、ROE（株主資本税引利益率；

以下「ROE」）の改善が見込める銘柄を選択しました。 

（２） 業績動向を検討しながら、電気機器、情報・通信業、化学、サービス業、陸運業などで

一部銘柄の入れ替えを行ないました。期末の銘柄数は56銘柄（期首57銘柄）としました。 

 

＜投資割合を引き上げた主な業種（東証33業種分類による時価構成比、以下同じ）と銘柄＞ 

①陸運業（期首0.0％→期末1.9％） 

今後、企業向け物流事業の拡大により中期的な収益拡大の見込みが高いと判断したSGホー

ルディングスを買い付けしました。 

②食料品（期首0.0％→期末1.8％） 

今後、海外で販売地域が拡大していくことや国内で新製品の販売により中期で利益成長が期

待できると判断したヤクルト本社を買い付けしました。 

③鉄鋼（期首0.0％→期末1.0％） 

自動車やロボットの需要が落ち込んでいるため短期の業績は低迷しているものの、固定費の

削減に加え、世界の経済活動が回復する局面では高い利益成長が期待できると判断した日立

金属を買い付けしました。 

 

＜投資割合を引き下げた主な業種と銘柄＞ 

①サービス業（期首5.2％→期末3.6％） 

オンライン健康相談（テレビ電話などを使って遠隔から健康相談ができるサービス）の普及

が進み、オンライン診療の制度整備が加速していることが業績の追い風になるという期待を

背景に株価が上昇したエムスリーを売却しました。 

②化学（期首9.2％→期末7.7％） 

産業用テープなど様々な製品で高いシェアをもっているものの、中期では着実に成長が期待

できる製品が少なく、利益成長とROEの水準が低迷すると判断した日東電工を売却しました。 

③鉱業（期首1.4％→期末0.0％） 

OPECとロシアとの間で原油の減産交渉が決裂し、原油価格の低迷が長引く可能性を踏まえ、

中期の利益成長見通しを引き下げた国際石油開発帝石を売却しました。 

 

・期末の状況 

＜ベンチマークと比べ多めに投資している主な業種＞ 

機械、電気機器、情報・通信業、金属製品、精密機器など成長分野を持ち、競争力に優れ、

中期的な成長が期待できる業種 
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リサーチ・アクティブ・オープン

＜ベンチマークと比べ少なめに投資している主な業種＞ 

中期的な成長力が低いと判断している輸送用機器、卸売業、銀行業、陸運業、食料品など 

 

 
 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

＊ベンチマーク対比では2.5％のプラス 

今期の基準価額の騰落率は－9.6％となり、ベ

ンチマークであるTOPIX（東証株価指数）の

－12.1％を2.5％上回りました。 

 

【主な差異要因】 

（プラス要因） 

①ベンチマークに比べてパフォーマンスが良

かった情報・通信業、電気機器などへの投資

割合を多めにしていたこと 

②ベンチマークに比べてパフォーマンスが悪

かった輸送用機器、銀行業などへの投資割合

を少なめにしていたこと 

③ベンチマークに比べて多めに投資していた

ダイフク、ユニ・チャーム、東京エレクトロ

ン、村田製作所、エムスリーなどがベンチマー

クが下落するなか株価が値上がりしたこと 

 

（マイナス要因） 

①ベンチマークに比べてパフォーマンスが悪かった金属製品、非鉄金属などへの投資割合を多

めにしていたこと 

②ベンチマークに比べてパフォーマンスが良かった医薬品などへの投資割合を少なめにして

いたこと 

③ベンチマークに比べて多めに投資していたIHI、エヌ・ティ・ティ・データ、いすゞ自動車、

大和ハウス工業、三井住友フィナンシャルグループなどがベンチマークより値下がりしたこと 
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◎分配金 

（１）今期の分配金は、基準価額水準などを考慮して１万口当たり40円とさせていただきました。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第49期 

2019年10月31日～ 
2020年４月30日 

当期分配金 40  

(対基準価額比率) 0.353％ 

 当期の収益 40  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 5,856  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

［リサーチ・アクティブ・オープン マザーファンド］ 

（１） 大・中型株を中心に、機械、電気機器、情報・通信業、金属製品、精密機器など成長分

野を有する業種に重点を置いた業種配分を継続します。 

（２） 従来通り、ROEを高める経営を行なっている企業に焦点を当てて銘柄を選択する方針で

す。また、国際競争力や製品開発力、販売力などの企業体質に強みを持つ企業、財務体

質の優れている企業などをファンドの中核にしていく考えもファンド設定時から一貫し

たものであり、変更はありません。 

（３） 2020年３月期決算の内容や今後の業績見通しを分析し、企業の中長期の利益成長見通し

を基準に銘柄の入れ替えや新規銘柄の発掘を進めてまいります。 

 

［リサーチ・アクティブ・オープン］ 

当ファンドは引き続き第50期の運用に入ります。 

今後の運用に関しましては、ファンドの資金動向に十分配慮しながら、主要投資対象である

［リサーチ・アクティブ・オープン マザーファンド］の組み入れを高位に維持し、基準価額の

向上に努めてまいります。 

 

今後とも引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2019年10月31日～2020年４月30日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 68  0.561  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (33)  (0.272)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (28)  (0.234)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 7)  (0.055)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 4   0.031   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 4)  (0.031)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.002   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 72   0.594    

期中の平均基準価額は、12,186円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2019年10月31日～2020年４月30日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
リサーチ・アクティブ・オープン マザーファンド 17,694 37,000 84,582 186,000 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2019年10月31日～2020年４月30日) 

 

項 目 
当 期 

リサーチ・アクティブ・オープン マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 44,398,323千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 79,693,667千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.55   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年10月31日～2020年４月30日) 

 

＜リサーチ・アクティブ・オープン＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜リサーチ・アクティブ・オープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 15,673 3,265 20.8 28,725 9,590 33.4 

平均保有割合 4.1%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 1,067千円 
うち利害関係人への支払額（B） 215千円 

（B）／（A） 20.2％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2020年４月30日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

リサーチ・アクティブ・オープン マザーファンド 1,640,915 1,574,027 3,119,407 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2020年４月30日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

リサーチ・アクティブ・オープン マザーファンド 3,119,407 98.8 

コール・ローン等、その他 36,503 1.2 

投資信託財産総額 3,155,910 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2020年４月30日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 3,155,910,584   

 コール・ローン等 36,503,398   

 リサーチ・アクティブ・オープン マザーファンド(評価額) 3,119,407,186   

(B) 負債 32,756,174   

 未払収益分配金 11,052,561   

 未払解約金 2,766,932   

 未払信託報酬 18,880,678   

 未払利息 51   

 その他未払費用 55,952   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,123,154,410   

 元本 2,763,140,365   

 次期繰越損益金 360,014,045   

(D) 受益権総口数 2,763,140,365口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,303円 
 

（注）期首元本額は 2,857,480,140 円、期中追加設定元本額は

50,179,517円、期中一部解約元本額は144,519,292円、１口当た

り純資産額は1.1303円です。 

○損益の状況 (2019年10月31日～2020年４月30日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      3,042   

 支払利息 △      3,042   

(B) 有価証券売買損益 △311,426,003   

 売買益 6,816,223   

 売買損 △318,242,226   

(C) 信託報酬等 △ 18,936,630   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △330,365,675   

(E) 前期繰越損益金 750,347,469   

(F) 追加信託差損益金 △ 48,915,188   

 (配当等相当額) (  729,117,837)  

 (売買損益相当額) (△778,033,025)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 371,066,606   

(H) 収益分配金 △ 11,052,561   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 360,014,045   

 追加信託差損益金 △ 48,915,188   

 (配当等相当額) (  729,193,289)  

 (売買損益相当額) (△778,108,477)  

 分配準備積立金 889,130,607   

 繰越損益金 △480,201,374   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2019年10月31日～2020年４月30日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2019年10月31日～ 
2020年４月30日 

a. 配当等収益(経費控除後) 18,462,888円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 729,193,289円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 881,720,280円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 1,629,376,457円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 5,896円 

g. 分配金 11,052,561円 

h. 分配金(１万口当たり) 40円 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 40円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2020年４月30日現在) 

＜リサーチ・アクティブ・オープン マザーファンド＞ 
 下記は、リサーチ・アクティブ・オープン マザーファンド全体(35,325,224千口)の内容です。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

鉱業（－％）    

国際石油開発帝石 1,239.2 － － 

建設業（3.8％）    

五洋建設 699.1 1,423.5 782,925 

大和ハウス工業 653.6 647 1,784,102 

食料品（1.8％）    

ヤクルト本社 － 193.3 1,211,991 

化学（7.7％）    

三井化学 457.3 407.6 866,557 

花王 115.5 95.4 793,346 

ファンケル 554.9 467.1 1,212,591 

コーセー 66.4 40.6 546,476 

日東電工 147.4 － － 

ユニ・チャーム 611.1 468.9 1,852,155 

医薬品（5.0％）    

塩野義製薬 234.6 204.4 1,211,887 

中外製薬 113.8 81.3 1,041,453 

参天製薬 710.5 586.6 1,116,886 

大塚ホールディングス 50.3 － － 

石油・石炭製品（1.7％）    

ＪＸＴＧホールディングス 3,227.8 3,029.3 1,159,313 

ゴム製品（0.4％）    

ブリヂストン 168.3 73.5 248,283 

鉄鋼（1.0％）    

日立金属 － 632.8 668,236 

非鉄金属（2.1％）    

住友金属鉱山 631.4 532.9 1,448,688 

金属製品（2.7％）    

ＳＵＭＣＯ 1,166.9 1,192.6 1,848,530 

機械（13.2％）    

ディスコ 65.5 52.8 1,285,680 

ＳＭＣ 29.9 25.2 1,234,800 

小松製作所 897.6 549 1,132,312 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

ダイキン工業 156.4 142.7 1,998,513 

ダイフク 307.6 243.2 1,831,296 

ＩＨＩ 651.6 1,104.2 1,491,774 

電気機器（18.5％）    

三菱電機 1,485.1 － － 

日本電産 94.5 123.2 774,435 

日本電気 － 295.6 1,231,174 

ソニー 483.3 404.2 2,801,914 

キーエンス 24.1 40.4 1,566,308 

シスメックス 71.9 58.1 432,264 

ファナック 35.8 29.7 529,551 

村田製作所 588.1 453.7 2,730,820 

小糸製作所 204.1 － － 

東京エレクトロン 151 109.3 2,507,342 

輸送用機器（4.0％）    

いすゞ自動車 1,078.4 1,024.9 845,440 

スズキ 147.9 351.9 1,220,741 

シマノ 80.4 43.1 682,704 

精密機器（4.5％）    

テルモ 409.7 341.7 1,220,552 

ＨＯＹＡ 192.1 152.7 1,506,538 

朝日インテック － 123.5 353,580 

その他製品（2.4％）    

バンダイナムコホールディングス － 172.4 936,304 

アシックス 681 － － 

ピジョン 267.3 178.5 684,547 

陸運業（1.9％）    

ＳＧホールディングス － 429 1,283,568 

情報・通信業（12.9％）    

オービック 76.2 56.1 909,942 

トレンドマイクロ 255.1 211.2 1,155,264 

日本電信電話 547.7 878.2 2,145,442 

ＫＤＤＩ 472.4 504 1,566,936 
 

国内株式 
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銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

エヌ・ティ・ティ・データ 1,883.3 － － 

スクウェア・エニックス・ホールディングス 207.1 143.8 633,439 

ソフトバンクグループ 428.2 515.6 2,388,774 

卸売業（1.6％）    

伊藤忠商事 439 524.9 1,115,412 

小売業（5.0％）    

パン・パシフィック・インターナショナルホ 258.3 215.8 449,295 

ニトリホールディングス 148.4 86 1,420,720 

ファーストリテイリング 17.2 29.1 1,498,650 

銀行業（2.3％）    

三井住友フィナンシャルグループ 741.3 552 1,569,888 

保険業（3.0％）    

第一生命ホールディングス 1,125.6 980.6 1,334,596 

Ｔ＆Ｄホールディングス － 748.4 702,747 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

不動産業（0.9％）    

住友不動産 194.3 212.2 618,244 

サービス業（3.6％）    

エムスリー 307.3 120 466,800 

電通グループ 198.8 － － 

オリエンタルランド 48.1 26.6 363,888 

リクルートホールディングス 641.3 506.5 1,611,683 

合 計 
株 数 ・ 金 額 26,941 22,836 68,027,309 

銘柄数＜比率＞ 57 56 ＜97.2％＞ 
 
＊各銘柄の業種分類は、期首、期末の各時点での分類に基づいてい

ます。 

＊銘柄欄の（ ）内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。

＊評価額欄の< >内は、このファンドが組み入れているマザーファ

ンドの純資産総額に対する評価額の比率。 

＊評価額の単位未満は切り捨て。 
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